
浜松町二丁目地区第一種市街地再開発施設建築物第一期　完成
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施工のポイント 設計コンセプト

駅とまちを立体的につなぐ

２期工事の「みなと芸術センター」は年度に開館
港区産業・地域振興支援部地域振興課みなと芸術センター整備担当

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１１月１９日　（火曜日）

駅に直結するオフィスエントランス エントランス内部から

オフィスエレベーターホール基準階オフィス

■工事名称：浜松町二丁目地区第一種市街地再開発事業施設建築物新築工事
■計　画　地：東京都港区浜松町２－５－１他
■事　業　者：浜松町二丁目地区市街地再開発組合
■設　計　者：鹿島建設株式会社、株式会社アール・アイ・エー（中層部ホール内装）
■施　工　者：鹿島建設株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■主要構造：地上Ｓ造（ＣＦＴ造）、ＲＣ造、地下ＳＲＣ造、ＲＣ造
■階　　数：地下２階地上階塔屋２階
■工　　期：年３月日～年５月日

　浜松町二丁目地区市街地再開発組合（長井裕久
理事長）が東京都港区で建設を進めてきた「浜松
町二丁目地区第一種市街地再開発事業施設建築物
新築工事（Ｃ地区）」のうち、１期工事が完成し
た。戸の共同住宅やオフィスを備えた複合用
途の超高層ビルで、デッキを介して隣接するＡ・

Ｂ街区やＪＲ山手線・モノレール浜松町駅につな
がる。超高層ビル黎明期の代表作、世界貿易セン
タービルディングの建て替えで生まれ変わる駅周
辺の一角で行われた工事は、設計・施工を鹿島が
担当。引き続き、２期工事で港区の「みなと芸術
センター」の整備を進める。
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　浜松町は東京の陸海空のゲートであり、世界貿易セン
タービルや東京タワーという都市景観の原点でもある。
そんな要衝の地に駅まち一体の複合用途再開発群が計画
され、当地区は住宅・事務所・店舗、およびみなと芸術
センターや地下鉄施設を担うこととなった。
　土地の有効利用を図るべく多用途が積層された高層棟
には複合構造「K-ARCS®構法」を採用。下層業務階は
開放性と自由度の高いCFT造、上層住居階は遮音性と
居住性に優れたHiRC造とし、制震装置HiDAX-eととも
に高い構造性能が備えている。
　集約化により創出されたオープンスペースは、駅とま
ちを立体的につなぐにぎわいと利便性の場となる。関係
者と検討が重ねられた外観には、まちのアイデンティテ
ィーを継承し、調和と連携を備えたタイムレスなたたず
まいが志向された。一方内装は立地にふさわしい品格と
おもてなしが意図されている。
　地元地権者組合により開始された当地区の計画は、長
年の検討を経てようやく１期工事完成の運びとなった。
今後２期工事にてみなと芸術センターや他街区接続部が
完成し、周辺とともに伝統と先進が融合した多様な活動
の広がりが期待される。
　　鹿島建設株式会社　建築設計統括グループ

チーフ　砂金眞司

　――みなと芸術センターの計画の経緯は。
　「年３月に『（仮称）文化芸術ホール整備の
考え方』を策定し、区所有の浜松町二丁目第二用地
の本格活用に向けて検討を進めてきました。地権者
として再開発事業に参画し、取得する権利床等を活
用して整備することとしました」
　――施設概要をご紹介下さい。
　「再開発施設（地下２階地上階建て）のうち、
センターは３～９階、専有面積，．㎡の規模と
なります。客席席程度を有して多様な公演に対
応できるシアターのほか、コモンスペース、スタジ
オ１～４、ルーム１～２、アトリエを設けます」
　――再開発事業の中で区立施設を整備する狙いと

期待する効果をお聞かせ下さい。
　「区有地を有効活用しながら、街づくりを推進す
るという狙いがあります。周辺に計画されている商
業施設などとの交流連携で、地域のにぎわいが創出
されることを期待しています」
　――年度の開館に向けた取り組みを。
　「年月に運営管理計画を策定し、年３月に
改定しました。現在、組織構成、専門的な人員の配
置、勤務体制等を含め、この計画を踏まえた運営が実
現できる指定管理者候補者の選考を進めています。
開館に向けて機運を醸成し、より良い区民生活の実
現につながることへの期待感を高める事業を実施し
ています」。


